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会津若松市立鶴城小学校 

教諭 沼木 智美 

１ はじめに ～研修主任として心掛けたこと～ 

 本校は毎年，県内外の先生方に参加していただく公開研究会を開催している。本校に着任して 4年目となる今

年度，この公開研究会の企画運営を担う研修主任を務めることになった。ここでは、研修主任として「何を大事

にして研修をデザインしたか」を主軸に実践をまとめる。 

 根幹にある思いは，【子どもも先生方も元気な学校（学学校のウェルビーイング）】を実現させたいということで

ある。子どもたちも先生方も，互いの個性や特性を認め合い，活かし合える学校文化を醸成するために，自分に

できることは何だろうと自問と行動を繰り返した。その際に心掛けたことは以下の 3点である。 

 

 

２ 実践の内容  

（１） 「観」を見つめる研修 

【学校のウェルビーイング】の実現には，【多様な価値観の許容】が必須だと考える。教師がもつ「観」は，

授業づくりや子どもとの関わり方に大きく影響するためだ。親和的な学級づくりの基盤にある「多様な価値観

がある」ことを大前提に，（「多様な価値観があってよい」という構えでいることで，他者を受け入れる器が大き

くなるはずである。先生方においては，個々のキャリアの中で自身の指導観を創り上げている。先生方のもつ

指導観のよさを重ね合わせながら，学校としての合意形成を図り，納得解を見出していく姿勢を大切にした。

先生方が自分の「観」を見つめ，気付きを得られる時間になるような機会を校内研修の中に意図的に設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学１）「観」を見つめる研修 学２）子どもの姿を重視する研修 学３）先生方が安心して挑戦できる研修 

要請訪問が間近になった時期，指導観・授

業観を捉え直す機会になれば…と考えて作成

した研修だより。教師が形を整える授業を目

指さなくてよいというメッセージを込めて。 

 第２回 QU 伝達講習・分析会 

子ども観・指導観を見つめる時間に。 

「できないことを直そう・変えよう」とするの

ではなく，「できるように環境や支援を工夫し

ていきましょう」と伝達。 

資料：会津若松市第２回 Q-U 研修会より 



（２）子どもの姿を重視する研修 

① 事後研究会 ～子どもの学びの姿を軸に授業について語り合う～ 

本校の事後研究会「子どもの学びにかえる会」は，指導案通りに進めること

ができたかを評価する見方ではなく，参観者がみとった子どもの学びの姿を軸

に，授業者がみとりきれなかった子どもの姿を語り合うことで，児童理解を深

め，今後の授業や支援に生かすことを目的としている。「授業者がこの子の心が

動くのはどんな時かな，この子のことをもっとよく知りたい」と思う児童を「よ

り深くみとりたい児童」として授業案の座席表に太字で示すこととした。また，協議の視点を「子どもの学ぶ

姿」の１つに絞った。これらのことにより，子どもの具体的な学んでいる姿が明らかになり，効果的な教師の

手立てや発問について検討することができた。 

 

（２）「学びの伴走者【待つ・寄り添う・任せる】」として、子どもと関わる授業づくり 

 教師の「解説」「教え込み」ではなく，育てたい資質・能力を土台に，子ども自身が教材の中に問いを見出せ

るように仕掛け，コーディネートしていく授業を目指して研修を積んでいる。令和７年度は，子どもの学びの

伴走者としての心得として【待つ・寄り添う・任せる】を掲げ授業を行った。以下に理科の実践を紹介する。 

５年生理科「電流がうみ出す力」より 

ごみ処理場で使われている電磁石は，330 ㎏の               

鉄を持ち上げることを知った子どもたちは，自分達が

作った電磁石を強くする方法を考え始めた。児童から

出た予想は以下の４つだった。 

【児童から出た予想】 

① 電池の数を増やす 

② コイルの動線の巻き数を増やす 

③ コイルを大きくする 

④ コイルの数を増やす 

４時間の実験時間を確保し，その中で一人一人（（ 

が調べたい予想を選び，解決方法を発想して実験を

行わせた。困ったことがあったら自分から友達や先

生に助けを求めるように指示した。1時間目の実験

で黙って席に座っていた S男。S男の課題は，自分

から動くことだった。私は，S男に自分で実験を進

める力を育みたいと思い、S男を（「待つ」ことにし，

様子を見ていた。振り返りの時，S男は大粒の涙を

流した。「きっと悔しい気持ちの涙だよね。次の時間

どうする？」と聞くと，「分からなかったら自分から聞きに行く。」と答えた。「分かった。今日の気持ち，振り返

りに書いてほしい。大事なことを学べたね。」と声を掛けた。２時間目の実験で，S男は「先生，実験のやり方を

教えてください。」と自分から動き，一緒に実験の見通しを立てた。子どものつまずきを取り除くのが教師の役割

であるが，教師の意図的に「待つ」ことにより，S 男の学ぼうとする力を引き出すことができた。学びの伴走者

の在り方は，子どもの学習意欲や学び方に大きな影響を与える。 

５学年で身に着け

させたい「条件を制

御する」視点をもっ

て実験に取り組む児

童のノート。 

電磁石が強くならなかっ

た。実験のやり方に問題が

あったのかもしれないと考

え，次の時間にやり方を変

えて再び試す児童もいた。 

 



（３）先生方が安心して挑戦できる研修 

子どものうまくいかないことや失敗，迷いを歓迎する姿勢を基盤とした先生方の人柄やよさが活かされる授

業づくり，先生方がやってみたいことに挑戦できる研修の在り方を模索した。先生方の実践を【評価】するの

ではなく，【意味づけ・価値づけ】することを大切にした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの学ぶ姿を軸に，要請訪問や初任者の先生の

授業をレポートした。私が捉えた瞬間を切り取り，意

味づけ・価値付けを行った。 

公開研究会が近づく中，授業作りに悩む先生方の姿が

見られた。日々，一生懸命子どもたちや授業と向き合っ

ている先生方に自信をもって当日を迎えてほしい！とい

う思いを込めて書いた研修だより。 



３ 成果と課題（〇成果 ●課題） 

 研修主任として３つの視点で取り組んできたことの成果と課題を，「子ども」と「教員」の両面から順に述べ

る。各種調査では，以下のように先生方の指導の効果が表れている。 

（１）各種学力テストの結果から（子どもの姿） 

＜ NRT テスト結果から ＞ 

〇 「４段階」の児童の割合が多い。どの学年も 1 年生からの変容を見ると， 

学年が上がるにつれて，3・４段階へ移行する児童が増えている。 

● 一方で，1，2段階から抜け出せずにいる児童が一定数おり，学習への意 

欲が大きく関係している。個別指導を意図的に行うとともに，（「できた」「わ  

かった」を実感できる指導を継続していく必要がある。 

＜ 全国学力・学習状況調査の結果から ＞ 

〇 3 教科とも，平均正答数・正答率・中央値・標準偏差において，全国と県の値に比べて並みか高い傾向。 

〇 記述による正答率が全国・県の値と比較すると高い傾向にある。また，無回答が少ない。 

〇「主体的・対話的で深い学び」が児童の実感として表れている。 

〇「主体的な学習の調整」と「自己有用感等」の数値が高い。 

● 自分の考えを書ける子と書けない子の２極化がうかがえる。使える語彙を増やしたり，自分の思いを適切

に表現したりする「書く力」を育てるために，授業の振り返りの時間等で書くことが苦手な子への個別支

援を行いたい。 

（２）教員の姿から 

〇 事後研究会「子どもの学びにかえる会」では，視点を１つにしたことで，子どもを主語にする協議が更

に根付いた。授業者が捉えきれなかった新たな気付きを共有したり，話題となった子どもの学びや児童理解

を深めたりするのに有効であり，「子どもの姿をどう捉えるか」を考える文化が更に醸成されている。 

＜ 教員の意識調査より ＞ 

〇 どの項目も１学期より意識が高まった。特に、「待つ４」「任 

せる１・２・３」の項目の伸びが大きかった。特に，「任せる」 

の３項目は，２学期は数値が大きく伸びたことから，教員の意識 

の高まりが分かる。 

● １，２学期ともに数値が低く，伸びが少なかったのは，「伴走 

者としての意識」の中の「待つ」の「３．個別のペースでの学び 

に寛容である。」の項目だった。学級の中では，まだまだ全児童が 

同じ内容・量のものを同じ時間・作業スピードで取り組むことを

求めがちであることがうかがえる。教員はどの程度個別のペースの学びに寛容になるべきかという点で迷い

が生じているといえる。 

⇒伴走者の心得として【待つ・寄り添う・任せる】を掲げたが，基準が曖昧で感覚的であった。伴走者の在り 

方を，「子どもへの態度や感覚」から捉えるものではなく，「具体的な行動基準・指針」に方向転換を図る。 

４ おわりに 

 研修が「評価される場」から，「語り合える場」に，「イベント」から「日常」へもっと近づけていきたい。

「公開研究会に向けて」ではなく，「子どもたちのために」が研修の本質であり，教員の原動力であることを，

自分の言動を通して教員に伝える努力をしていきたい。 


